
市翻
、

高萩市市民憲章昭和49年''月'日制定

1 ． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

1 ． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

1 ．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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落
ち
葉
を
踏
み
し
め
て
、
家
族
連
れ

や
個
人
で
、
野
山
を
か
け
め
ぐ
る
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
、
宝
さ
が
し
の
よ

う
な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

地
図
と
磁
石
を
た
よ
り
に
、
ポ
ス
ト

マ
ー
ク
を
見
つ
け
た
と
き
の
う
れ
し
さ

は
、
山
や
谷
の
間
を
歩
き
ま
わ
っ
た
と

き
の
気
持
ち
の
よ
い
汗
と
と
も
に
、
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
す
。

十
一
月
二
十
五
日
⑪
高
萩
市
制
施

行
三
十
周
年
記
念
大
会
と
し
て
、
大
心

苑
周
辺
で
行
わ
れ
た
第
六
回
朝
日
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
日
本
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
委
員
会
公
認
大
会
）
に
は

晴
れ
わ
た
っ
た
小
春
日
和
の
な
か
、
全

国
か
ら
二
千
五
百
七
十
人
の
参
加
者
が

つ
め
か
け
ま
し
た
。

種
目
別
参
加
者
は
、
ト
リ
ム
（
グ
ル

ー
プ
千
四
十
七
人
、
パ
ズ
ル
八
十
三
人
）

と
個
人
千
四
百
四
十
人
で
し
た
。

ま
た
大
心
苑
周
辺
の
パ
ー
マ
・
不
ン
ト

コ
ー
ス
（
常
設
．
ｉ
ス
）
は
、
日
本
て

四
番
目
に
で
き
た
コ
ー
ス
で
、
現
在
県

内
に
二
十
六
コ
ー
ス
あ
る
な
か
で
、
も

っ
と
も
古
い
も
の
で
す
。

年
々
、
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
、
市
民
大
会
の

参
加
者
な
ど
を
含
め
て
年
間
約
二
万
八

千
人
の
人
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

お
手
ま
き
会
場
の
家
族
連
れ

ト
リ
ム
の
ス
タ
ー
ト
地
点
Ｉ

〃
さ
あ
ス
タ
ー
ト
〃

が
ん
ば
る
わ
／
、
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式辞を述べる大高市長市民代表あいさつを述べる吉田議長謝辞を述べる鈴木一司さん

市
制
施
行
三
十
周
年
を
祝
っ
て
§

市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
式
典
が
、
十
一
月
二
十

二
日
嗣
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
市
勢
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
六
人
の
か
た
に
特
別
功
労
表
彰
、
二
百
五
十
一

人
（
含
団
体
）
に
そ
れ
ぞ
れ
功
労
表
彰
、
感
謝
状
が

大
高
省
三
市
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
念
式
典
に
は
、
衆
参
両
院
議

貝
、
県
議
会
議
員
、
茨
城
県
、
隣
接
市

町
村
な
ど
の
関
係
者
約
八
百
人
が
参
列

（
）

記
念
式
典
を
挙
行

……

特別功労表彰を受けられた6人のかたと、市の4役

し
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た

、
、
ム
ロ

安
村
実
助
役
の
開
式
の
こ
と
ば
で
な

ま
り
、
「
君
が
代
」
の
斉
唱
、
そ
し
て

昭
和
二
十
九
年
生
ま
れ
の
今
年
三
十
歳

を
む
か
え
た
柴
田
誠
さ
ん
（
農
協
職
員
）

鈴
木
美
子
さ
ん
（
主
婦
）
の
二
人
に
よ

り
高
萩
市
市
民
憲
章
が
朗
読
さ
れ
ま
し

た
。

式
辞
で
は
、
大
高
市
長
が
力
強
く
、

『
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
な
が
ら
、
基

本
的
に
は
市
民
の
健
康
、
文
化
、
や
す

ら
ぎ
を
基
調
と
し
た
「
子
ど
も
と
青
少

年
が
の
び
の
び
と
た
く
ま
し
く
育
つ
教

育
環
境
の
整
備
」
「
市
民
の
健
康
づ
く

り
と
福
祉
の
充
実
」
「
人
間
優
先
の
生

活
環
境
の
整
備
」
「
活
力
あ
る
市
民
生

活
を
つ
く
り
出
す
産
業
の
振
興
」
等
の

諸
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
な
が
ら
、

海
と
緑
を
生
か
し
た
清
潔
で
豊
か
な
産

業
文
化
都
市
の
創
造
に
、
市
民
の
理
解

と
参
加
を
得
て
、
鋭
意
努
力
し
て
い
き

た
い
。
』
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
市
民
代
表
あ
い
さ
つ
が

吉
田
秀
吉
議
長
か
ら
あ
り
、
続
い
て
表

彰
式
が
行
わ
れ
二
百
五
十
七
人
（
含
団
体
）

鷲

卿



の
か
た
が
た
が
、
大
高
市
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
来

賓
と
し
て
次
の
か
た
が
た
の
参
列
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

県
知
事
竹
内
藤
男
（
代
理
）
、
衆
議
院
議

員
梶
山
静
六
、
衆
議
院
議
員
塚
原
俊
平
、

衆
議
院
議
員
城
地
豐
司
、
参
議
院
議
員

岩
上
二
郎
、
参
議
院
議
員
曽
根
田
郁
夫

（
代
理
）
、
茨
城
県
市
長
会
代
表
日
立
市

長
立
花
留
冶
、
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

会
長
水
戸
市
議
長
大
沢
千
代
吉
、
県
議

会
議
員
大
久
保
清
、
県
議
会
議
員
渡
辺

政
則
、
隣
接
市
町
村
代
表
北
茨
城
市
長

柴
田
章
、
十
王
町
長
樫
村
禎
一

謝
辞
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
鈴

木
一
司
さ
ん
が
行
い
、
そ
の
後
、
会
場

の
全
員
で
高
萩
市
民
の
歌
を
合
唱
、
最

後
に
佐
川
誠
太
郎
収
入
役
の
閉
式
の
こ

と
ば
で
、
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
式

典
の
す
べ
て
を
終
了
し
ま
し
た
。

喜
び
の
日
に
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

士
冗

一
三
口朗の

一
早牽

市
勢
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
ょ
北
條
千
丈
、
佐
川
福
壽
、
小
泉
幸
一
郎
、

市
り
、
記
念
式
典
で
表
彰
さ
れ
た
か
た
が
宇
佐
美
忠
、
安
島
松
夫
、
鈴
木
康
美
、

た
は
次
の
と
お
り
で
す
。
大
高
裕
司
、
渡
邊
久
、
棚
谷
寛
、

（
順
不
同
）
大
部
繁
、
斎
藤
捨
、
大
高
喜
隆
、

特
別
功
労
表
彰
黒
沢
章
、
小
野
博
、
作
山
榮
一
、

鈴
木
一
司
⑱
本
町
一
’
一
二
三
作
山
義
二
、
神
代
道
男
、
鈴
木
保
三
郎
、

安
村
篤
い
安
良
川
二
七
○
豊
田
竹
信
、
野
木
都
吉
、
井
坂
盛
一
、

鈴
木
藤
太
㈱
下
君
田
「
一
三
四
佐
川
勝
次
、
池
田
美
義
、
佐
川
馨
、

吉
田
秀
吉
㈹
高
戸
二
○
五
鈴
木
勝
、
佐
川
健
一
、
豐
田
政
行
、

鈴
木
好
之
刎
島
名
一
、
一
四
九
坂
本
二
郎
村
上
七
之
助
、
風
祭
大
正
、

大
久
保
清
刷
秋
山
三
、
○
四
四
沼
田
才
介
、
黒
澤
正
明
、
吉
川
文
隆

地
方
自
治
功
労
表
彰
今
川
車
道
、
寺
島
正
男
、
宮
下
幸
吉
、

近
藤
孝
一
、
佐
川
安
応
、
根
本
榮
、
鈴
木
幸
内
、
沼
田
克
道
、
花
園
教
之
、

鈴
木
一
二
、
鈴
木
茂
、
飯
田
邦
昭
、
大
都
直
光

篠
原
新
一
郎
、
寺
岡
七
郎
、
大
部
勝
央
、
民
生
・
衛
生
功
労
表
彰

矢
代
洋
三
、
大
高
一
雄
、
赤
城
博
、
佐
藤
一
夫
、
川
松
愛
子
、
鈴
木
廣
次
、

鈴
木
徳
男
、
郷
土
行
男
、
渡
辺
賢
太
郎
、
廣
木
仙
也
、
大
都
貞
喜
、
豊
田
四
郎
次
、

豐
田
武
門
、
矢
代
良
三
、
大
部
重
高
、
佐
藤
享
子
、
丹
た
ま
、
杉
山
き
く
、

大
部
菫
、
小
松
正
冷
、
中
島
豊
、
大
内
輝
、
小
山
ひ
さ
子
、
田
中
長
兵
衛
、

小
山
政
男
、
阿
部
正
寿
、
藤
井
実
、
椎
名
修
、
鈴
木
朝
夫
、
丹
長
吉
、

棚
谷
立
夫
、
石
安
太
郎
、
北
畠
暢
男
、
栗
原
志
ん
、
坂
本
つ
た
、
河
野
喜
久
子
、

佐
藤
隆
一
、
野
田
家
利
、
田
所
幸
男
、
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
東
地
区
南
支

真
鍋
博
、
石
井
昭
春
、
大
高
徳
次
、
部
、
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
山
手
地

鈴
木
重
光
、
神
代
虎
五
郎
、
下
山
田
一
郎
、
区
南
支
部
、
高
萩
高
校
生
会

岩
本
義
文
、
下
山
田
尚
方
、
広
木
允
明
、
産
業
振
興
功
労
表
彰

長
久
保
虎
夫
、
笠
谷
喜
之
助
、
原
口
良
英
、
下
山
田
満
男
、
鈴
木
彰
、
沼
野
義
次
、

鈴
木
多
喜
男
、
大
部
昭
雄
、
松
本
基
、
田
村
実
、
前
島
良
二
、
柴
田
力
、

斉
藤
勝
美
、
神
長
良
道
、
神
長
新
一
、
鈴
木
平
三
郎
、
今
川
香
、
小
島
英
雄
、

ー'

小
掘
捨
吉
、
樫
村
長
次
、
神
永
四
郎

教
育
・
文
化
・
体
育
功
労
表
彰

樋
渡
喜
一
、
宮
内
嘉
一
郎
、
永
山
公
平
、

飯
島
友
雄
、
若
松
政
次
、
佐
川
光
子
、

大
森
キ
ク
、
根
本
易
、
北
村
勇
太
郎
、

沼
田
吉
人
、
長
久
保
正
次
、
小
林
正
治
、

落
合
裕
、
横
山
酉
二
郎
、
志
田
諄
一
、

伊
藤
龍
馬
、
沼
田
保
、
鈴
木
猷
、

佐
川
四
郎
、
坪
和
六
三
、
弓
野
勝
男
、

柴
田
英
利
、
柴
田
耕
作

治
安
・
防
災
功
労
表
彰

穂
積
政
次
、
黒
尾
良
、
小
林
高
弘
、

浅
井
正
一
、
柴
田
房
男
、
沼
田
浩
、

柴
田
洲
冶
、
堀
田
喜
久
、
大
高
信
一
、

大
部
正
、
小
野
正
好
、
坂
本
勝
正
、

白
土
一
恵
、
鈴
木
康
正
、
金
沢
初
夫
、

松
本
辰
次
、
豊
田
稔
美
、
鈴
木
忍
、

川
松
常
夫
、
佐
川
元
、
大
高
實
、

宇
佐
美
勉
、
石
井
一
明
、
矢
渡
徹
、

沼
田
武
美

地
方
自
治
功
労
表
彰
（
職
員
）

鈴
木
八
郎
、
二
瓶
省
三
、
大
高
智
衛
、

佐
川
好
和
、
矢
吹
和
典
、
小
池
正
人
、

石
田
當
吉
、
小
沢
正
敬
、
矢
代
利
男
、

沼
田
亨
、
矢
代
正
史
、
金
澤
和
夫
、

伸
長
啓
二
、
遠
藤
幸
男
、
小
野
昭
、

佐
川
庄
一
、
矢
代
光
子
、
永
山
時
子
、

落
合
洋
子
、
伯
田
き
よ
子
、
大
谷
春
子
、

佐
藤
キ
ョ
、
下
山
田
広
美
、
佐
川
ト
ョ
、

富
永
幸
子
、
佐
藤
二
三
子

感
謝
状

鈴
木
本
成
、
細
金
秀
隆
、
平
正
三
、

中
井
盛
雄
、
本
多
裕
治
、
舟
生
佳
紀
、

明
智
健
一
、
高
萩
炭
礦
株
式
会
社
、
大

｝
ゞ

能
林
業
有
限
会
社
、
高
萩
市
た
ば
こ
販

売
協
同
組
合
、
高
萩
市
建
設
業
協
力
会

高
萩
市
失
業
対
策
事
業
就
労
者
、
高
萩

市
指
定
管
工
事
協
同
組
合
、
白
玉
弘
、

宍
戸
昭
夫
、
立
花
隆
成
、
内
田
雄
啓
、

諸
原
英
雄
、
石
邦
輔
、
滝
宗
章
、

藤
井
照
弘
、
茨
城
県
厚
生
農
業
協
同
組

合
連
合
会
高
萩
協
同
病
院
、
高
萩
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
高
萩
地
区
オ
パ
ー
ル
婦
人
会
、

高
萩
青
年
会
議
所
、
社
会
福
祉
法
人
同

仁
会
臨
海
学
園
、
社
会
福
祉
法
人
同
仁

会
同
仁
会
乳
児
院
、
社
会
福
祉
法
人
同

仁
会
同
仁
東
保
育
園
、
社
会
福
祉
法
人

聖
徳
福
祉
会
聖
徳
保
育
園
、
社
会
福

祉
法
人
愛
孝
会
松
ヶ
丘
保
育
園
、
社
会

福
祉
法
人
博
洋
会
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
、

社
会
福
祉
法
人
愛
正
会
愛
正
園
、
高
萩

献
血
連
合
会
、
茨
城
県
北
清
掃
組
合
、

高
萩
地
区
塵
芥
収
集
業
者
協
力
会
、

渡
辺
栄
八
、
江
尻
三
之
一
窯
、
伊
藤
二
三
男
、

大
高
廣
、
樫
村
情
、
高
萩
市
農
業

協
同
組
合
、
高
萩
市
森
林
組
合
、
高
萩

酪
農
業
協
同
組
合
、
多
賀
畜
産
農
業
協

同
組
合
、
高
萩
市
農
協
婦
人
部
、
高
萩

市
商
工
会
、
日
專
連
高
萩
専
門
店
会
、

中
山
信
常
、
大
山
静
子
、
学
校
法
人
茨

城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
キ
リ
ス
ト
教
聖
児

幼
稚
園
高
萩
分
園
、
株
式
会
社
高
萩
大

心
苑
、
高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
高
萩

支
部
、
高
萩
市
民
間
交
通
指
導
隊
、
高

萩
地
区
交
通
安
全
母
の
会
高
萩
支
部
、

日
本
加
工
製
紙
株
式
会
社

荷



大
部
重
高
さ
ん
（
八
十
二
歳
）
は
、

水
年
に
わ
た
る
議
員
活
動
に
よ
り
、
地

秋の叙勲 県
獣
医
師
会
会
長
の
鈴
木
一
司
さ
ん

（
八
十
八
歳
）
は
、
永
年
に
わ
た
り
畜

識§

…

綴f
おめでとうございます

大部重高さん 鈴木一司さん
秋山2033 本町1 123

勲五等瑞宝章受章 動三等瑞宝章受章

方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
勲
五
等

瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

大
部
さ
ん
は
、
町
議
会
議
員
二
期
、
市

議
会
議
員
四
期
を
連
続
し
て
務
め
ら
れ
、

二
十
余
年
間
の
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し

た
情
熱
を
持
ち
、
真
の
住
民
代
表
と
し

て
の
議
会
活
動
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
の
町
村
合
併
時
に

は
、
郷
土
発
展
の
た
め
そ
の
必
要
性
を

強
調
し
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

今
日
の
高
萩
市
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。ま

た
、
高
萩
市
遺
族
会
の
会
長
、
副

会
長
も
務
め
ら
れ
、
遺
族
援
護
に
も
大

き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

揮
し
、
「
多
賀
駒
」
で
知
ら
れ
る
高
萩

馬
市
の
名
を
全
国
に
高
め
る
と
と
も
に
、

戦
後
の
需
要
の
変
化
を
敏
感
に
と
ら
え
、

馬
か
ら
牛
へ
の
転
換
を
提
唱
し
、
昭
和

三
十
五
年
に
は
、
黒
毛
和
牛
を
導
入
、

現
在
の
「
常
陸
牛
」
の
基
礎
づ
く
り
に

大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
八
年
以
来
町
議
会
議
員

四
期
、
議
長
経
験
を
含
む
県
議
会
議
員

五
期
を
務
め
た
あ
と
、
参
議
院
議
員
と

し
て
郷
土
の
発
展
に
尽
く
す
な
ど
、
社

会
的
に
も
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

産
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
勲
三
等
瑞
宝

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
多
賀
畜
産
組
合
長
時

代
に
、
す
ぐ
れ
た
手
腕
と
指
導
力
を
発

｛
．
、
”
）

…錘函

県
で
は
、
毎
年
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
個
性
豐
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
個
人
・
団
体
等
に
対
し
て
、
ば

ら
賞
、
ほ
う
賞
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
鈴
木
廣
次
さ
ん
（
上
君
田
五

三
八
）
と
、
松
丘
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
ジ
ュ

ニ
ア
・
レ
ッ
ド
・
ク
ロ
ス
Ⅱ
青
少
年
赤

十
字
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
県
北
山
間
地
域
に
お

け
る
稲
作
生
産
安
定
の
確
立
や
、
農
家

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
黒
毛
和
牛

の
導
入
、
飼
養
管
理
の
改
善
向
上
に
努

め
、
常
陸
牛
の
基
礎
を
確
立
し
、
多
賀

畜
産
の
振
興
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
か

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

松
丘
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
清
掃
活
動
、

各
種
募
金
活
動
、
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
協
力
な
ど
、
広
範
囲
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
手
話
や
点
字
の
学
習
に
よ
り

聴
覚
障
害
者
、
視
覚
障
害
者
と
の
交
流

が
生
ま
れ
、
福
祉
地
図
作
成
（
市
内
点

検
活
動
）
に
発
展
す
る
な
ど
の
、
日
ご

ろ
の
実
践
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

半
ｑ
／
○ 県

の
〃
ば
ら
賞
″
に

鈴
木
廣
次
さ
ん
と

松
丘
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
選
ば
れ
る

「
革
絵
は
、
ゴ
ー
ド
と
い
う
や
ぎ
の

皮
の
上
に
、
ハ
ン
ド
エ
ン
ジ
ン
で
ほ
っ

て
ほ
と
ん
ど
指
で
絵
を
書
い
て
い
く
ん

で
す
酉
と
佐
藤
さ
ん
。

さ
ら
に
佐
藤
さ
ん
は
、
高
萩
に
〃
革
絵
〃

を
広
め
ら
れ
た
先
駆
者
で
、
バ
ヅ
ク
や

小
物
入
れ
な
ど
、
そ
の
技
法
を
と
り
入

れ
た
作
品
が
種
々
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な

文
化
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
で

，
ｌ
』
Ｌ
●
手
、
「
ノ
０

十
一
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
と
十
一

日
、
中
央
公
民
館
と
文
化
会
館
で
文
化

祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

年
々
、
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な

か
、
す
ば
ら
し
い
作
品
が
た
く
さ
ん
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
か
ら
、
佐

藤
シ
ズ
エ
さ
ん
（
高
浜
町
三
の
六
九
）

の
〃
革
絵
″
「
ほ
て
い
あ
お
い
」
を
紹

介
し
ま
す
。

…
1

1

文
化
の
香
り
高
く

～
文
化
祭
１

（
）

！
佐藤シズエさんと

作品の「ほていあおい」

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
、
高
萩
市

文
化
会
館
で
市
民
音
楽
祭
が
開
か
れ
ま

し
た
。
児
童
か
ら
成
人
ま
で
、
多
数
の

参
加
の
も
と
、
軽
快
な
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
か
も
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
あ
が
っ
ち
ゃ
っ
た
″

妙
市
民
音
楽
祭

丹精込めた作品がズラリ～菊花展～
讃穂蕊鐵蕊F鶴

十
一
月
二
日
か
ら
十
二
日

ま
で
、
春
日
町
児
童
公
園
と

市
民
セ
ン
タ
ー
で
菊
花
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

菊
花
会
会
員
二
十
数
人
に
よ

り
、
菊
花
盆
養
、
切
花
、
福
助

作
り
な
ど
あ
わ
せ
て
千
三
百

点
に
も
の
ぼ
る
作
品
が
と
こ

ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

診
〆

｡今

4



■
酢
叩
か
》
一
岬
》
銀
誤
訳
。
。
■
■
写

十
一
月
二
十
三
日
㈲
と
二
十
四
日
出
、

《
』
、
咄
。
恥
叱
巳
。
■
●
恥
。
恥
恥
』
恥
函
”
ロ
。
■
。
。
。
●
。
。
●
令
。
。
’

■
■
③
●
●
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
①
■
ｐ
■
③
？
■
■
■
■

．
蕊
溌
蕊
蕊
溌
織
静
中
央
公
民
館
と
市
民
体
育
館
で
、
第
五

驫
？

回
産
業
祭
、
第
十
三
回
み
ん
な
の
消
費

生
活
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
の
産

業
紹
介
と
物
産
の
展
示
即
売
会
、
ま
た

》
却
阜
■
、
蝿
■
』

消
費
生
活
展
で
は
、
消
費
生
活
の
パ
ネ

ル
展
示
や
起
震
車
に
よ
る
耐
震
テ
ス
ト

の
ほ
か
、
自
動
血
圧
計
を
設
置
し
、
塩

分
測
定
を
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
特
に
、
農
産

物
の
即
売
会
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

餌
●
■
Ｆ
■
■
●
■
■
●
■
■
■
ｂ
》
■
早
④
■

■
む
ゆ
■
申
■
■
■
●
凸
白
■
■
■
①
●

に
は
、
長
い
列
が
で
き
、
新
鮮
な
野
菜

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。

産
業
祭
と

み
ん
な
の
消
費
生
活
展 ー

「
お
茶
の
実
や
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
か

ぼ
ち
ゃ
の
種
な
ど
を
ボ
ン
ド
で
き
れ
い

に
つ
け
て
、
ニ
ス
を
ぬ
っ
て
で
き
あ
か

り
。
き
れ
い
に
出
来
た
で
し
ょ
″
」

仲
町
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
（
会
員

十
三
人
）
で
は
、
み
ん
な
の
消
費
生
活

展
で
「
種
ブ
ロ
ー
チ
教
室
」
を
開
催
、

お
母
さ
ん
た
ち
や
女
の
子
の
間
で
大
好

評
で
し
た
。ノ

〃
。
評
》
》
》
》
期
癖
麺
呵
》
》
》
癖
》
》
》
》
》
》
》
》
》
一
劃

、たれ〃から㈲谷
田
川
順
子
ち
ゃ
ん

中
川
あ
や
ち
ゃ
ん

斉
藤
恵
ち
ゃ
ん

丸
沢
恵
子
ち
ゃ
ん

ブローチができたよ

“

ず

》

蜂

．

●

鐸

鴬

十
一
月
十
八
日
日
と
二
十
三
日
③
、
第

二
回
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
会
場
の
文
化
会
館
は
、
超
満
員

で
熱
気
ム
ン
ム
ン
参
加
者
六
十
八
人
の

う
ち
、
二
十
三
日
の
決
勝
大
会
に
残
っ

た
の
は
三
十
人
、
大
観
衆
の
な
か
て
自

慢
の
の
ど
を
競
い
ま
し
た
。

市
長
賞
に
は
、
「
し
の
び
恋
」
を
歌

っ
た
小
笠
原
昭
子
さ
ん
（
有
明
町
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
入
場
者
の
中

か
ら
高
橋
清
文
君
（
高
浜
町
）
に
自
転

車
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
今
年
も
大
盛

況
、
カ
ラ
オ
ケ
ブ
ー
ム
は
、
ま
だ
ま
だ

続
き
そ
う
で
す
。

端
鵡
、
鶏
鴫
零
輪
玲
輪
霜
零
輪
、
輪
婦
輪
尋
齢
尋
蟻
喝
嶋

を
へ
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
高
萩
青
年

円
会
ラ
ブ
社
会
福
祉
援
護
会
議
所
・
高
萩
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
．

測
議
募
金
コ
ン
サ
ー
ト
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
高
萩
ォ

β
協
兎
、
高
萩
市
文
化
会
館
）
パ
ー
ル
婦
人
会
高
萩
母
子
禍
祉
会

舩
祉
飛
稽
鯏
俄
謝
繍
鯛
婦
人
部
明
大
Ｏ
Ｂ
会
茨

仙
舗
後
鱗
順
岬
鶏
令
瀦
当
日
集
ま
っ
た
益
金
百
八
万
二
千
三

金
社
萩
市
教
育
委
員
会
高
百
三
十
円
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

益
萩
市
商
工
会
・
高
萩
ｐ
附
さ
れ
ま
し
た
．
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ｌ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
高
ご
ざ
い
ま
し
た
。
５

》
篭
、

執
豐
五
ム１

Ｊ
ン
ム
ン

…
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
．
．

惨
市
長
賞
に
輝
い
た
小
笠
原
さ
ん

「
と
て
も
う
れ
し
い
わ
ノ
．
」

「
え
っ
ノ
ぼ
く
つ
〃
ほ
ん
と
ノ

や
っ
た
ぁ
〃
．

き
ょ
う
は
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と

弟
と
来
ま
し
た
。
ま
さ
か
ば
く
か
当

た
る
な
ん
て
…
…
つ
い
て
る
な
。
’

舞溌認麹

月
』
殉
淵

自転車が当たっ

た高橋くん

（東小4年）



優
良
な
団
体
と

功
労
者
を
表
彰

蕊
十
一
月
十
四
日
嗣
市
民
セ
ン
タ
ー

で
、
市
税
納
付
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
団
体
十
五
と
、
功
労
者
十
人
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
国
民
の
義

務
で
あ
る
税
金
を
、
滞
納
し
な
い
で
、

納
期
内
納
付
を
守
り
、
収
納
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
団
体
と
個
人
に
贈
り
、
日

ご
ろ
の
努
力
を
た
た
え
ま
し
た
。

納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

南
町
二
潮

安
良
川
四
有
明
町
第
一

中
町
下
川
側
上

有
明
町
三
の
一
栄
町

え
び
す
萩
ヶ
丘
第
二

有
明
町
二
の
東
安
良
川
六
西

下
町
二
石
河
原
第
二
西

原
田

議龍蕊
納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者
（
個
人
）
敬
称
略

柴
田
一
（
本
町
四
）

藤
田
光
昭
（
郵
便
局
）

佐
藤
隆
一
（
駒
形
町
）

佐
藤
哲
蔵
（
松
波
町
）

中
野
勇
（
和
野
）

永
山
公
平
（
高
萩
市
医
師
）

鈴
木
公
文
（
石
滝
団
地
第
三
）

佐
川
順
一
郎
（
大
能
台
）

根
本
易
（
烏
名
上
）

佐
川
勝
次
（
旧
の
草
）

青
少
年
相
談
員
協
議
会
が

防
犯
団
体
功
労
賞
を
受
賞
／
，

十
月
十
二
日
㈱
県
民
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
第
六
回
防
犯
運
動
茨
城
県
民
大

会
が
行
わ
れ
、
高
萩
市
青
少
年
相
談
貝

協
議
会
が
、
茨
城
県
防
犯
協
会
（
会
長

竹
内
藤
男
）
よ
り
、
防
犯
団
体
功
労
賞

を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
活

（
、
．
》

活動中の青少年相談員のみなさん

動
の
一
環
で
あ
る
青
少
年
の
非
行
防
止

や
健
全
育
成
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
防

犯
活
動
を
組
織
的
に
推
進
し
、
犯
罪
の

防
止
に
貢
献
さ
れ
た
青
少
年
相
談
貝
五

十
一
人
の
日
ご
ろ
の
活
動
実
績
が
認
め

ら
れ
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

常磐自動車道の工事進む

現
在
、
昭
和
六
十
二
年

度
末
の
開
通
を
目
指
し
て
、

常
磐
自
動
車
道
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
写

真
向
の
上
手
棡
石
舟
地
区

で
は
、
関
根
川
高
架
橋
の

工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い

ま
す
。今

後
も
、
昭
和
六
十
二

年
度
の
供
用
開
始
に
む
け

て
、
工
事
が
発
注
さ
れ
ま

半
ｑ
ノ
○

こ
の
た
び
、
長
久
保
光
明
さ
ん
（
歴

史
民
俗
資
料
館
勤
務
）
著
の
陸
前
浜
街

道
地
誌
が
、
暁
印
耆
館
か
ら
出
版
同
さ

れ
ま
し
た
。
本
書
は
、
茨
城
の
歴
史
と

地
理
の
案
内
書
と
し
て
貴
重
な
も
の
で

｛
ｑ
／
０ 埠職;#溌獄"!

1, ㎡ I ,1 輔 弔

総
合
観
光
案
内
板
が
完
成
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陸
前
浜
街
道
地
誌
″

J

;《雛《"I

1

鱗

蕊群
～
高
萩
駅
前
～

轍J
澤嗜

劇
霊霊

…

琢
霊
琢
霊

蕊

陸
前
浜
街
道
地
誌
磯
潔
騨“〆ノ

ノ
軸
に
ｒ
羊

十
一
月
二
十
一
日
附
高

萩
駅
前
（
駅
売
店
北
側
）
に
、

総
合
観
光
案
内
板
が
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
観
光
案
内
板
は
、
市

内
全
域
の
地
図
と
観
光
イ
ラ

ス
ト
マ
ッ
プ
が
表
示
さ
れ
て

お
り
、
高
萩
市
を
訪
れ
た
人

や
市
内
の
人
が
、
｜
目
で
市

内
の
観
光
地
な
ど
が
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
さ
四
ｍ
、
幅
五
ｍ
の

非
常
に
大
き
な
も
の
で
、
文

化
会
館
な
ど
の
催
し
物
も
あ

わ
せ
て
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
多
く
の
人
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
で
し
よ
↑
７
。

；

漣
【,､Mi

h



十
月
二
十
八
日
⑪
市
民
体
育
館
で
、

第
十
一
回
市
民
卓
球
大
会
が
二
↑
ｈ
二
卜

八
人
の
参
加
者
を
集
め
て
行
わ
れ
ま
し

た
。優

勝
者
（
敬
称
略
）

十
月
三
日
㈱
、
四
日
㈱
の
両
日
、
中

学
二
年
生
ま
で
の
新
人
選
手
を
対
象
と

し
た
「
多
賀
地
区
新
人
体
育
大
会
」
が

各
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
・
各
繩
Ⅱ
の
成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
一
位
十
王
中
、
二
位
秋
山
中
、

三
位
高
萩
中
女
子
一
位
高
萩
中
、

二
位
十
王
中
、
三
位
秋
山
中

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
一
位
十
王
中
、
二
位
君
Ⅲ
中
、

三
位
高
萩
中
女
子
一
位
十
王
中
、

二
位
高
萩
中
、
三
位
秋
山
中
、

○
サ
ッ
カ
ー

市
民
卓
球
大
会

多
賀
地
区
中
学

新
人
大
会

卓球・バトミントン

､

蟻#騨撫罫鍵鴎臨鐸勘二

二

諸
空
言
二
面
ヨ
ニ
ニ
弓
市
聖
壹

曽
司
当
宣
二
三
印
里
二
二
二
「
ヨ
ニ
罠
室
『
凶
二
二
目
司
望
二
二
二
『
二
二
堂
二
『
Ｊ
二
重
画
『
ヨ
ニ
ニ
ニ
『
ヨ
ニ
喜

「
ご

画
二
「
Ｊ
弓
』
二
『

一
位
秋
山
中
、
二
位
高
萩
中

○
野
球

一
位
高
萩
中
、
二
位
十
王
中
、
三
位
秋

山
中

○
テ
ニ
ス

男
子
一
位
高
萩
中
、
二
位
十
王
中

個
人
一
位
熊
谷
、
村
川
向
、
二
位
本

田
、
加
藤
㈲
、
三
位
宮
本
、
渡
辺
同

女
子
一
位
高
萩
巾
、
二
位
秋
山
中
、

三
位
十
王
中
個
人
一
位
高
橋
、
瀬

戸
向
、
二
位
飯
田
、
大
泉
同
、
三
位
三

浦
、
佐
藤
㈹

○
卓
球

男
子
一
位
松
岡
中
、
二
位
十
王
中
、

三
位
秋
山
中
個
人
単
一
位
竹

之
内
㈹
、
二
位
小
山
㈱
、
三
位
村
山
㈱
、

細
小
路
㈹
複
一
位
倉
木
、
中
川
西

㈹
、
二
位
佐
藤
、
山
野
辺
㈱
女
子

男
子
個
人
鈴
木
隆
志

女
子
個
人
作
山
仁
美

男
子
ダ
ブ
ル
ス
伊
藤
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
小
椋
、

舎
豆
秋
一
局
）

（
松
丘
高
）

国
井
組

作
山
組

ー

十
月
二
十
八
日
⑧
高
萩
工
業
高
校

体
育
館
で
、
第
九
回
市
民
バ
ト
ミ
ン
ト

エ
三
王
三
苧
会
睾
茎
襄
至
一
睾
工
室
一
二
睾
孟
王
手
圭
睾
エ
睾
工
壼
玉
主
寺
圭

手
主
睾
茎
圭
互

一
位
松
岡
中
、
二
位
十
王
中
、
三
位
高
萩

中
個
人
単
一
位
板
倉
㈱
、
二
位
作

山
㈱
、
三
位
坂
㈱
、
熊
谷
㈱
複
一
位

佐
藤
、
嶋
崎
㈱
、
二
位
鈴
木
、
田
屋
同

○
柔
道

一
位
高
萩
中
、
二
位
十
王
中
、
個
人

一
年
四
十
八
唾
未
満
一
位
中
野
同
、

四
十
八
吃
～
五
十
五
に
一
位
小
野
㈱
、

五
十
五
蛇
以
上
一
位
舟
生
向
、
｜
｜
年

六
十
蛇
未
満
一
位
大
津
同
、
六
十
聡
以

上
一
位
郡
司
同

○
剣
道

男
子
一
位
松
岡
中
、
二
位
十
王
中
、

三
位
高
萩
中
個
人
一
位
池
田
㈹
、

二
位
斉
藤
㈹
、
三
位
坂
本
㈱
、
滝
口
㈹

女
子
一
位
十
王
中
、
二
位
松
岡
中
、

三
位
高
萩
中
個
人
一
位
安
島
㈱
、

二
位
戸
張
㈹
、
三
位
黒
沢
㈱
、
渡
辺
㈹

鰯

市
民
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

：
負
、
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ン
大
会
が
、
三
十
二
組
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
・

優
勝
者
（
敬
称
略
）

男
子
一
部
細
金
、
菊
池
組

男
子
二
部
阿
部
、
渡
辺
組

女
子
一
部
根
本
、
柴
田
組

高
校
男
子
小
林
、
小
野
寺
組

十
月
二
十
八
日
⑧
日
立
市
若
者
セ

ン
タ

広
場
で
、
県
勤
労
青
少
年
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
、
十
六
チ
ー
ム
か
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
、
高
萩
勤
労
青

少
年
ホ

ム
チ
ー
ム
が
み
ご
と
優
勝
し
、

労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

十
月
三
十
日
㈹
市
営
野
球
場
で
、

第
九
回
老
人
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
市
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
か
ら
四
十
八
チ
ー
ム
、
三
百
五

十
人
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
自
慢

の
腕
を
競
い
ま
し
た
。

優
勝
島
名
ク
ラ
ブ

準
優
勝
上
島
名
ク
ラ
ブ

労
働
大
臣
賞
を
受
賞
／
、

第
九
回
老
人
ク
ロ
ツ
ケ
ー
大
会

ー

…簿溌蕊蕊輻…

ムナイン勤労青少年ホ

三
位
大
和
町
寿
ク
ラ
ブ

四
位
台
・
駒
木
原
高
砂
会

五
位
山
手
ク
ラ
ブ

六
位
南
松
寿
会

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

十
一
月
三
日
印
、
四
日
㈹
の
両
日
、

四
日
㈲
の
両
日
、

身
高
萩
市
制
施
行

三
十
周
年
を
記

念
し
て
、
第
三

十
四
回
茨
城
県

総
合
兼
第
十
三

回
磯
部
杯
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
が
、
高

萩
大
心
苑
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

男
子
優
勝

筑
波
大
（
初
優

勝
）

女
子
優
勝

水
海
道
二
高

（
三
年
連
続
十
五

度
目
の
優
勝
）
７



十
月
二
十
三
日
㈹
文
化
会
館
で
、

冑
年
運
転
者
交
通
安
全
セ
ミ
ナ

が
開

か
れ
、
約
一
一
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
会
場
は
、
楽
し
い
笑
い
声
で
あ
ふ

れ
、
交
通
マ
ナ
ー
の
菫
要
性
が
、
巧
み

な
話
術
で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

ぐ

鷺

鍵 §瀞簿溌…

講演をする江戸家小猫さん

蟻

し
緑
を
愛
す
る
少
年
隊

十
一
月
十
九
日
目
君
田
中
学
校
の

生
徒
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
土
岳
周

辺
の
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

森
林
や
樹
木
、
自
然
や
公
園
を
愛
し
、
豊

か
な
人
間
性
を
薑
い
、
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

驚

蝋…

（
》

檀

鯛

詔#＃
溌識…割識鐵鍵

￥

藷

鷺
凄繋静 ▲10月26日③市と高萩市観光協会では、第1回観

光客誘致巡回宣伝（キャラバン）を実施しました。

当日は、一行15人が側面にPRを表示した小型バス

に乗って県内外を宣伝、とくに、干葉県柏市、松戸

市の駅頭においては、パンフレット、物産等を配布

しながら、高萩市の物産と観光をPRし、観光客の

誘致を図りました。

鶚

警
藻§

甚慧

空き缶の投げ捨てはやめましょう

こ
れ
か
、
ネ

ジ
バ
ナ
（
ま
た

は
モ
ジ
ズ
リ
）

だ
と
い
う
こ
と

を
、
友
達
か
ら

教
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
の

家
で
は
、
サ
ギ

ソ
ウ
を
は
ち
植

、
え
に
し
て
い
ま

あ
る
日
の
学
校
帰
り
に
、
市
営
球
場

の
土
手
で
、
く
き
に
ぐ
る
ぐ
る
ま
き
つ

い
て
咲
い
て
い
る
、
小
さ
な
ピ
ン
ク
の

花
を
見
つ
け
ま
し
た
。
何
だ
か
と
て
も

気
に
入
っ
て
し
ま
い
、
時
々
つ
ん
で
帰

り
ま
し
た
。

域戯迩醗鰯 ⑩モ
ジ
ズ
リ
と
サ
ギ
ソ
ウ

（
）

道
ば
た
に
咲
く
花
を

見
て
「
あ
あ
、
き
れ
い

だ
な
。
か
わ
い
い
な
ど

と
思
う
こ
と
は
た
び
た

び
あ
っ
た
け
れ
ど
、
植

物
に
は
あ
ま
り
興
味
の

な
い
私
で
し
た
。

で
も
、
私
の
住
ん
で

い
る
所
は
、
高
萩
で
も

自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、

緑
の
多
い
所
で
す
。

桂
枕
向
口

然
か
ら
学
ぶ
⑧

霧
…

霧
瀞

鵜
蔦

す
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
さ
ぎ
の
鳥
の

形
を
し
た
、
白
い
小
さ
な
花
を
、
今
に

も
お
れ
そ
う
な
細
く
長
い
く
き
の
先
に
、

咲
か
せ
ま
す
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、

必
ず
太
陽
に
向
か
っ
て
咲
く
の
で
す
。

は
ち
を
置
く
位
置
を
変
え
る
と
、
前
の

日
と
は
ち
が
っ
た
方
向
を
向
い
て
い
る

の
で
す
。
そ
れ
を
見
る
と
、
「
花
は
生
き

て
い
る
ん
だ
〕
と
、
改
め
て
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

低
学
年
の
こ
ろ
は
、
よ
く
道
ば
た
に

咲
く
花
を
つ
ん
で
、
花
束
に
し
て
は
、

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、

何
だ
か
つ
む
の
が
か
わ
い
そ
う
で
、
そ

っ
と
見
る
だ
け
に
し
て
い
ま
す
。

種
や
、
球
根
を
植
え
て
咲
く
花
も
い
い

け
れ
ど
、
自
分
の
力
で
自
然
の
中
で
咲

く
草
花
、
そ
ん
な
草
花
が
大
す
き
で
す
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

秋
山
小
六
年
菊
地
由
夏

ラン科サギソウ
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年
末
調
整
に
は
国
民
年
金

の
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
ノ
．

文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
の
記
事
に

「
妙
戒
白
花
尼
」
と
み
え
る
。
文
明

十
年
（
一
四
七
八
）
に
も
「
妙
仙
正

・
九
白
花
尼
」
と
あ
る
。
「
妙
戒
」

「
妙
仙
」
の
法
名
を
つ
け
ら
れ
た
こ
の

女
性
は
、
生
前
は
「
白
花
尼
」
と
呼
ば
れ

才空所
得識､“、

『109)可騒文一
赤浜妙法寺渦去帳

／Y Uィ、

（フ1_'1一八ノ

ー

志田諄一

十
二
月
は
、
給
与
所
得
者
の
年
末
調

整
の
時
期
で
す
が
、
あ
な
た
が
配
偶
者

や
家
族
の
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
あ
な
た
の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
対
象
と
な
る
の
は
、
五

十
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
納
め

た
保
険
料
で
す
。

も
し
、
証
明
書
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

年
金
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
納
税

組
合
、
口
座
振
替
以
外
の
個
人
納
付
の

か
た
は
、
五
十
九
年
度
領
収
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

組
合
、
口
座
振
替
以
外
の
個
人
納
付
の
昨
冬
は
、
一
連
の
案
、
波
の
襲
来
で
、

か
た
は
、
五
十
九
年
度
領
収
書
を
ご
侍
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
か
月
間
で
水

参
く
だ
さ
い
。
道
管
や
メ
ー
タ
ー
の
破
裂
件
数
が
五
八

四
件
に
達
し
、
水
道
が
始
ま
っ
て
以
来

一
三
三
一
三
一
三
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
一
三
三
一
一
三
三
三
三
三
一
一
三
一
一
一
一
三
一
一
一
三
一
三
一
一
一
三
三
一
一
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
一
三
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
一
一
三
一
一
一
一
三
一
一

る
職
業
に
つ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
、
白
花
尼
は
鼻
筋
に
お
白
い
を
い
つ
Ⅲ

白
花
尼
と
は
、
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
た
尼
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
Ⅲ

白
い
花
と
尼
か
ら
う
け
る
印
象
は
、
な
そ
う
し
た
姿
で
仏
に
仕
え
た
り
、
売
春
‐

に
や
ら
可
憐
な
尼
僧
の
姿
が
浮
か
ん
で
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ

く
る
。
し
か
し
、
白
花
尼
は
そ
の
よ
う
な
‐

清
純
な
女
性
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
白
花
」
は
、
白
い
花
で
は
な
く
、
全
睡
仁
元
年
麺
妙
空
舞
↑
毛
ト
妙
俊
彰
四
妙
縁
州

一
敵
子
三
妙
行
穂
雌
唖
日
義
地
九

く
意
外
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

應
仁
二
年
華
妙
仙
ゴ
ヤ
ヨ
妙
慶
州
噛
誌
‐
不
女
豚
法
經
岬

「
白
花
」
を
解
明
す
る
の
に
役
立
つ
の
一
泄
子
蝉
“

は
、
永
正
元
年
（
一
五
○
四
）
に
「
道
帷
釧
極
》
埋
妙
忠
尼
一
二
昨
ジ
ク
御
閥

本
花
亡
入
道
六
・
廿
四
」
と
み
え
回
一
乖
孵
Ⅱ
浦
大
徳
惹
認
遮
寺
幸
日
比
丘
尼
群
－

１
１
２

・
ノ
ー
輔
延

る
記
事
で
あ
る
。
「
道
本
」
の
法
名
を
抑
迦
母

つ
け
ら
れ
た
こ
の
男
は
、
生
前
「
花
亡
同
囚
年
魂
妙
聖
群
峰
迩
本
”
如
法
逆
叫
耐
へ
抽
郷
九
妙
韮
丹
甜
犬
尼
妙
戒
距
花
妙
了
祁
狩
郎
母

入
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
妙
受
尼
嘩

「
花
亡
Ｌ
は
、
ハ
ナ
ナ
、
ン
と
よ
む
こ
と
同
五
年
醒
妙
榮
報
千
六
母
同
悟
蕊
乘
妙
空
去

が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
男
は
悪

い
病
気
か
、
怪
我
な
ど
で
鼻
が
無
か
つ
妙
法
寺
過
去
帳
に
み
え
る
白
花
尼

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
鼻
な
し
の
入

道
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る

ー

寒
波
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

雲

〆ざ一
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の
最
悪
の
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

期
間
的
に
は
、
二
月
上
旬
の
大
寒
波

に
よ
る
破
裂
事
放
が
多
発
、
最
低
気
朏

が
マ
イ
ナ
ス
八
度
と
な
っ
た
二
月
八
日

以
後
に
、
と
く
に
集
中
、
続
出
し
ま
し

た
。

事
故
の
内
容
は
、
立
ち
あ
が
り
管
で

の
凍
結
、
破
裂
事
故
、
と
く
に
水
道
メ

ー
タ
ー
の
ガ
ラ
ス
破
裂
だ
け
で
も
二
六

九
件
に
お
よ
び
ま
し
た
。

ま
た
、
日
中
の
気
温
も
低
か
っ
た
た

め
、
凍
結
に
よ
り
数
日
間
水
の
出
な
か

っ
た
家
庭
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

今
年
の
冬
も
、
厳
し
い
寒
さ
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
寒
く
な
っ
て
き
た
な
と
思

っ
た
ら
、
冬
越
し
の
準
備
を
お
始
め
く

だ
さ
い
。

検
針
員
か
ら
の
お
願
い

月
の
始
め
に
使
用
者
の
各
家
庭
を
訪

問
し
、
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
給
水
装
置
は
お
客
様
の
所
有

物
で
す
の
で
常
に
き
れ
い
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次
の
点
に
つ
い

て
も
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

一
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
中
を
清
潔
に

一
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

置
か
な
い
よ
う
に

一
、
愛
犬
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
に

こ
の
ほ
か
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が

非
常
に
汚
れ
や
す
い
と
こ
ろ
、
庭
よ
り

低
い
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ボ
ッ

ク
ス
等
は
、
市
の
指
定
工
事
人
に
お
願

い
し
、
改
善
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。

》
一

十
二
月
十
六
日
日

名
画
鑑
賞
会
「
お
は
ん
」
ほ
か
一

時
間
午
前
十
一
時
、
午
後
二
時

入
場
料
大
人
九
○
○
円

高
校
生
六
○
○
円

中
学
生
以
下
四
○
○
円

（
※
当
日
券
は
そ
れ
ぞ
れ
一
、
○
○
○

円
、
七
○
○
円
、
五
○
○
円
で
す
。
）

出
演
者
吉
永
小
百
合

大
原
蝿
子

石
坂
浩
二
ほ
か

｜
月
十
三
日
日

新
春

『
爆
笑
コ
ン
サ
ー
ト
」

時
間
午
後
二
時

入
場
料
未
定

出
演
者
所
ジ
ョ
ー
ジ

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

田
所
書
店
、
仲
屋
耆
店
、
深
谷
書
店
、

根
本
昇
酒
店
（
島
名
）
、
樫
村
商
店
（
下

手
綱
）
、
日
立
市
民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ

ー
ト
（
磯
原
）
、
文
化
会
館

※
問
い
合
わ
せ
先
文
化
会
館

ａ
二
三
’
七
四
二

映
画
は
市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
の
み
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蕊蕊鍵鍵

見
直
そ
う
／
，

子
ど
も
の
食
生
活

〃
．

》
学
校
給
食
を
試
食
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り

、し

ま
だ
－
よ
い
ｆ
橘
を
考
愚
よ
う
・

餓
唖
一
邸
瑚
歸
耐
》
砕
榊
諏
蛸
蹴
猟
漢

Ｉ棚
ん
一
健
婦
の
野
口
美
知
子
さ
ん
、
東
小
養
護
教
諭
の
丹
之

一
ン
タ
ー
栄
養
士
の
渡
辺
光
子
さ
ん
、
市
役
所
衛
生
課
保

些
ｅ
尖
ご
一
子
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
の
成
長
と

子
母
一
食
生
活
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
お
母
さ
ん
た
ち
も
熱
心
に

お
お
一
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
．○
Ｉ
○
Ｉ

つ

磯
勝
広
校
長
先
生

食
事
の
時
間

を
大
切
に
Ｉ

最
近
の
子
ど
も
た
ち
で
気
が
付
く
こ

と
は
、
一
、
体
位
は
向
上
し
て
い
る
が

体
力
が
伴
っ
て
い
な
い
。
二
、
骨
折
事

故
な
ど
の
け
が
が
多
い
。
三
、
あ
ご
の

力
（
か
む
力
）
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
知
恵
を
し
ぼ

っ
て
い
ろ
い
ろ
食
生
活
の
く
ふ
う
を
な

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
食
事
は

日
常
生
活
で
最
も
楽
し
い
こ
と
で
す
。

と
同
時
に
、
家
族
の
つ
な
が
り
を
も
つ

に
も
大
き
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
に
か
ら
む
研
修
は
、
子
ど
も
た
ち

の
健
康
管
理
の
上
で
も
大
事
な
こ
と
で

す
ね
。

（
．
》

子
ど
も
の
味
覚
を

つ
く
る
の
は
お
母
さ
ん
Ｉ

現
代
は
考
え
て
食
べ
る
時
代
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
も
の
が
、
ど
れ

く
ら
い
含
ま
れ
て
い
る
か
、
よ
く
見
て

考
え
て
く
だ
さ
い
。
塩
分
は
、
一
日
十

ｇ
ま
で
が
適
当
で
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
は
一
つ
で
５
９
も
の
塩
分
が

あ
り
、
カ
ロ
リ
ー
は
、
か
つ
丼
一
ぱ
い

分
も
あ
り
ま
す
。
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
も
カ

ロ
リ
ー
は
高
い
で
す
。
お
子
さ
ん
の
健

康
は
お
母
さ
ん
の
腕
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
く
ふ
う
し
て
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

Ｉ
子
ど
も
た
ち
の
健
康

づくりに役立ちたい現在の日本の食生活は、カルシ

ウ
ム
が
不
足
し
て
い
る
以
外
は
、
ほ
と

ん
ど
が
栄
養
過
剰
ぎ
み
の
状
態
で
す
。

そ
の
な
か
で
学
校
給
食
は
、
特
に
カ
ル

シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン
類
を
基
準
以
上
と

る
こ
と
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

鰻

渡辺光子さん

陵駕〉

野口美知子さん

i衛生課1 ，果健婦II

はし布を使った小物入れ
心0000000000000000000000000000000000000

を
し
っ
か
り
と
Ｉ

最
近
の
子
ど
も
は
筋
肉
か
弱
く
、
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
て
す
ぐ
骨
折
し
た
り

し
ま
す
。
各
家
庭
で
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂

た
ち
が
楽
し
ん
で
給
食
を
食
べ
ら
れ
る

よ
う
、
こ
ん
だ
て
の
見
直
し
も
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
飽
食
時
代
の
な
か
、
お

母
さ
ん
た
ち
と
協
力
し
あ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
に

役
立
ち
た
い
で
す
ね
。

Ｉ
基
本
的
な
し
つ
け

（
》

き
も
の
や
カ
ー
テ
ン

一
布
の
き
れ
は
し
、
ふ
ろ

プ
し
き
な
ど
、
ど
こ
に
て

』
も
身
近
に
あ
る
も
の
を

釦
利
用
し
て
、
小
物
入
れ

芸
三
を
排
岻
、
銅
塒
活
改
善
グ

謎
ル
ー
プ
（
代
表
大
部
昭

壼
子
さ
ん
）
で
は
、
茂
木

山
さ
ん
を
中
心
に
、
は
し

秋
布
を
使
っ
て
印
鑑
入
れ

一
や
バ
ッ
グ
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
小
物
入
れ
を
作

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

家
庭
に
あ
る
布
の
き
れ

は
し
に
台
紙
を
は
っ
て

丹之子先生

i東小零諭11．
、

が
、
身
近

に
あ
る
も

の
を
利
用

し
て
、
す

ぐ
に
て
も

出
米
る
の

が
魅
力
で

す
。
材
料

費
も
は
し

切
れ
を
使

え
ば
、
口

金
代
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
。
み
な
さ
ん
も
作
に

て
み
ま
せ
ん
か
。

う
ら
布
を
あ
て
口
金
に
あ
て
こ
む
だ
け

て
て
き
あ
か
り
。
器
具
も
、
「
め
う
ち
」

や
「
フ
ォ
ー
ク
」
を
使
う
な
ど
、
だ
れ
も

取
を
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
お
は
し
の
持
ち
方
の
で

き
な
い
子
が
非
常
に
多
い
の
に
は
驚
き

ま
す
。
も
う
一
度
、
お
子
さ
ん
の
え
ん

ぴ
つ
の
持
ち
方
と
お
は
し
の
持
ち
方
を

よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
各
家
庭
で
基
本

的
な
し
つ
け
を
し
っ
か
り
と
し
て
お
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ＯＩ○最後に、子どもたちが食べてい

る
学
校
給
食
を
み
ん
な
で
試
食
し
、
栄

養
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
食
事
に
つ
い

て
、
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
食
卓
で
は
、
ま
た
一
つ

お
母
さ
ん
の
知
恵
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
て
し
よ
う
。
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こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
よ
／
・

松
岡
幼
稚
園
で
は
、
今
年
入
園
し
た

園
児
た
ち
が
、
六
月
に
さ
つ
ま
い
も
の

苗
を
植
え
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
半
年
後
の
十
一
月
十
四

日
㈱
待
ち
に
待
っ
た
い
も
掘
り
を
実

施
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
喜
び
の

声
を
あ
げ
な
が
ら
、
「
こ
ん
な
に
大
き

く
な
っ
た
よ
ノ
」
と
大
き
な
さ
つ
ま
い

も
を
掘
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
園
児
た

ち
の
姿
も
、
六
月
の
時
と
く
ら
べ
る
と
、

心
な
し
か
大
き
く
見
え
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
出
、
四
日
日
の
両
日
、

水
戸
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
、
ミ

ニ
ゞ
ハ
ス
ケ
ヅ
ト
ボ
ー
ル
茨
城
県
大
会
が

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

関
東
大
会
へ
出
場
決
ま
る
／
，

～
高
萩
小
学
校
～

識

脅

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
、
県
北

大
会
で
優
勝
し
た
高
萩
小
チ
ー
ム
が
出

場
し
て
大
活
躍
、
み
ご
と
準
優
勝
の
栄

に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
高
萩
小

チ
ー
ム
は
、
来
年
二
月
十
日
、
十
一
日

栃
木
県
で
行
わ
れ
る
関
東
大
会
へ
の
出

場
が
決
ま
り
ま
し
た
。～

君
田
中
学
校
～

君
田
中
（
矢
吹
定
男
校
長
、
生
徒
数

四
十
人
）
で
は
、
財
団
法
人
ソ
ニ
ー
教

育
振
興
財
団
が
行
っ
た
論
文
課
題
『
人

間
の
も
つ
可
能
性
の
開
発
、
と
く
に
考

え
る
力
の
育
成
を
め
ざ
す
理
科
教
育
』

に
応
募
し
、
み
ご
と
努
力
賞
に
選
ば
れ
、

ビ
デ
オ
機
器
一
式
（
約
五
十
五
万
円
相

当
）
が
、
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
、
五
十
七
年
度
に
も
応
募
し
、

そ
の
時
は
優
良
校
に
選
ば
れ
、
今
回
が

理
科
教
育
で
努
力
賞

は
や
く
で
き
る
と
い
い
ね

ー

二
回
目
の
応
募
で
す
。
理
科
担
当
の
和

知
澄
夫
先
生
は
、
「
課
題
論
文
や
生
徒

の
活
動
状
況
を
示
す
自
由
研
究
な
ど
を

全
校
が
、
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
活
動
し

た
成
果
が
表
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
一
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

論
文
課
題
の
主
な
も
の

環
境
整
備
高
地
の
植
物
を
学
習
し
て

大
き
い
の
が
た
く
さ
ん
と
れ
た
よ

I

薬
草
な
ど
の
特
色
あ
る
植
物
を
校
内
に

植
え
つ
つ
あ
る
。

理
科
教
育
力
学
を
中
心
と
し
て
、
考

え
る
力
を
伸
ば
す
た
め
、
教
具
を
製
作

し
て
教
科
書
に
な
い
学
習
を
し
て
い
る
。

教
育
の
環
境
用
具
を
く
ふ
う
し
、
自

作
の
も
の
を
使
用
す
る
。
ほ
か

生
徒
の
活
動
状
況
を
示
す
自
由
研
究

（
グ
ル
ー
プ
研
究
）

植
物
の
花
粉
の
種
類

学
校
周
辺
の
土
壌
生
物

十
一
月
七
日
㈱
君
田
小
（
茂
又
成

徳
校
長
、
児
童
数
五
十
九
人
）
で
、
第

五
回
「
君
小
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
秋
の
収
穫
や
勤
労
に
感
謝
し
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
と
開
か
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
以
前
か
ら
宿
泊
学
習
、

授
業
交
流
、
七
夕
集
会
な
ど
で
交
流
を

楽
し
い
交
流
学
習

ー

続
け
て
い
る
高
萩
小
（
大
友
善
旦
校
長
）

の
児
童
代
表
四
十
五
人
も
参
加
し
て
、

タ
コ
づ
く
り
、
タ
コ
あ
げ
、
モ
チ
つ
き
、

繩
な
い
、
わ
ら
じ
づ
く
り
の
見
学
な
ど

楽
し
い
交
流
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
の
時
間
に
は
つ
き
た
て

の
モ
チ
や
父
母
の
手
料
理
に
舌
つ
づ
み

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
終
り
の
会
で
は

花
の
種
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
け
た
二
百

個
の
風
船
を
、
晴
れ
わ
た
っ
た
青
空
に

み
ん
な
で
一
斉
に
放
し
ま
し
た
。

蕊蕊蕊

十
一
月
十
九
日
側
安
良
川
の
愛
正

園
を
、
高
萩
理
容
組
合
の
歌
容
会
（
会

長
矢
野
隆
道
）
会
員
十
五
人
が
訪
ね
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
歌

容
会
の
訪
問
は
、
今
回
が
二
回
目
、
入

園
者
と
カ
ラ
オ
ケ
を
通
し
て
の
交
流
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

蕊灘 鍵懲蕊

カ
ラ
オ
ケ
訪
問

麹

頬
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茨
城
県
下
水
道

整
備
促
進
協
議
会
会
長
賞

「
先
ず
完
備
／
き
れ
い
な
街
に

下
水
道
』

「
会
社
で
〃
今
週
の
標
語
〃
と
い
う

の
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
く
応
募
し
て
い

ま
し
た
。
今
度
も
四
作
応
募
し
た
ん
で

す
．
」

茨
城
県
土
木
部
長
賞

『
我
町
に
文
化
の
流
れ
下
水
道
』

「
最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
施
設

も
出
来
て
、
高
萩
市
も
若
や
い
で
き
ま

し
た
ね
。
下
水
道
な
ど
生
活
基
盤
が
整

備
さ
れ
れ
ば
、
も
っ
と
住
み
よ
く
な
る

と
思
い
ま
す
酉

下
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深

め
る
た
め
、
下
水
道
促
進
週
間
に
合
わ

せ
て
茨
城
県
が
実
施
し
た
標
語
コ
ン
ク

ー
ル
に
、
高
萩
市
か
ら
次
の
二
人
の
か

た
が
入
賞
し
ま
し
た
。

川
村
さ
ん
・
鈴
木
さ
ん
が
入
賞

下
水
道
週
間
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

慾灘

鈴木光一さん

上手綱| ，747

川村きぬ子さん

高浜町3－93

下
水
道
工
事
に

ご
協
力
を

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組

合
で
は
、
昭
和
六
十
四
年
度
供
用
開
始

を
目
標
に
下
水
道
工
事
を
進
め
て
い
ま

半
ｑ
〃
０

！ヘ
》

工
事
中
は
、
通
行
の
制
限
を
し
た
り
、

騒
音
な
ど
地
域
の
み
な
さ
ん
に
、
大
変

ご
迷
惑
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。

施
工
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り

ご
沫
憲
を
か
け
な
い
よ
う
工
法
の
く
ふ
う

な
ど
努
力
し
て
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
年
始
の
十
二
月
二
十
五

日
か
ら
翌
年
一
月
七
日
ま
で
の
間
は
、

工
事
を
一
時
中
止
し
、
交
通
の
便
を
は

か
り
ま
す
。

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合

盆
二
二
’
五
五
一
七

－1月初～1月末まで施工予定

…2月初～2月末 〃

＝…3月初～3月末 〃

（
》 》蝿蝋

日
本
テ
レ
ビ
の
「
ズ

ー
ム
ィ
ン
″
朝
ノ
〃
」
で

お
な
じ
み
の
徳
光
和
夫

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
去

る
十
一
月
十
一
日
⑪
、

文
化
会
館
で
講
演
会
を

開
き
ま
し
た
。

徳
光
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

は
、
当
日
東
京
で
不
運

に
も
、
車
の
追
突
事
故

に
あ
わ
れ
、
意
識
を
失

い
、
病
院
に
運
ば
れ
た

と
の
こ
と
。
意
識
が
戻 みんなで「ズ ムイン〃」

徳光さんと萱原さん

っ
て
す
ぐ
、
高
萩
へ
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

一
時
間
余
に
わ
た
る
講
演
の
あ
と
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
友
の
会
の
み
な
さ

ん
や
、
フ
ァ
ン
が
、
楽
屋
に
か
け
つ
け

徳
光
さ
ん
を
囲
ん
で
、
感
激
の
対
面
を

し
ま
し
た
。

徳
光
さ
ん
は
、
「
二
十
四
時
間
テ
レ

ビ
で
、
ま
た
お
み
こ
し
を
侍
っ
て
い
ま

す
〕
と
、
痛
み
を
隠
し
て
、
に
こ
や
か

に
答
え
て
い
ま
し
た
。

か
や
は
ら
あ
や
一

ま
た
、
萱
原
文
子
さ
ん
（
大
和
町
二

’
四
五
）
は
、
徳
光
さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
。

徳
光
さ
ん
と
握
手
を
か
わ
す
と
、
感

激
の
涙
を
ポ
ロ
リ
…
・
・
・
。
「
徳
光
さ
ん

は
、
温
か
く
て
、
人
間
ら
し
く
て
、

い
や
味
が
な
く
て
、
お
兄
さ
ん
み
た
い

に
大
好
き
で
す
。
徳
光
さ
ん
の
好
き
な

ブ
ラ
ン
デ
ー
ケ
ー
キ
を
必
ず
送
り
ま
す
凶

と
、
萱
原
さ
ん
。
徳
光
さ
ん
も
、
「
お

じ
さ
ん
を
感
動
さ
せ
な
い
で
。
…
・
・
」
と

言
い
な
が
ら
感
動
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

ｑ
徳
光
さ
ん
か
ら
高
萩
市
民
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

「
高
萩
で
知
っ
た
情
の
深
さ
か
な
」

勤
燕
ｒ
恥
入
搾
の

！
ｚ
＃
ず
γ
Ｉ
９

ｊｆ
２
Ｂ
且
Ｐ
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〃
ゴ
ミ
出
し
は

処
理
す
る
人
の

身
に
な
っ
て
〃

市
内
の
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て

年
末
の
収
集
は
、
予
定
通
り
十
二
月

二
十
九
日
ま
で
行
い
ま
す
が
、
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
の
収
集
予
定
地
域
に
限
り
ま

す
の
で
、
そ
の
他
の
地
域
は
、
直
接
北

部
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
持
込
ん
で
く
だ
さ

↓北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
年
末
年
始
の
ゴ
ミ

処
理
に
つ
い
て

十
二
月
二
十
九
日
出
、
三
十
日
口
は
、

平
常
通
り
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

四
時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、
セ

ン
タ
ー
ま
で
直
接
お
持
込
み
く
だ
さ
い
。

Ⅲl

llI1 I
年末・年始の

交通事故防止県民運動
' ''’

'''1

'''

'1 '’

1 11

1 ''

''

'''111 |

12月10日から

1月10日まで

lll

三
十
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
は
休
み

に
な
り
ま
す
。

持
込
み
時
の
注
意

ゴ
ミ
は
四
種
類
に
分
け
て
収
集
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
降
ろ
す
場
所
も

違
い
ま
す
の
で
、
必
ず
分
け
て
降
ろ
せ

る
よ
う
に
積
ん
で
来
て
く
だ
さ
い
・

ゴ
ミ
の
種
類

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
や
分
別
収
集
の
し

お
り
を
よ
く
読
ん
で
、
ま
ち
が
い
の
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
末
の
大
掃
除
な
ど
で
出
る
多
量
の

ゴ
ミ
及
び
会
社
や
事
務
所
等
の
大
掃
除

か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
集
積
所
に
出
さ
ず
、

直
接
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
込

み
く
だ
さ
い
。

1
'

'11 死亡事故多発〃
Ｆ
Ｉ
Ｉ
山
車
Ｔ
Ｉ
上
北
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
ｈ
Ⅱ
Ⅲ

1

1|’

'''’

'''

'1 ｜

、

交通事故の死亡者は、高萩市内で11月20日

現在すでに6人（前年1人）を数えています。

飲酒運転、スピードの出しすぎか､、その主な

原因です。 とくに、年末年始には、飲酒運転

を追放するために重点的な交通取り締まりか

実施されます。

Ⅲ

'11

'''

'1

ー

''

’

'’

11

1

▼
つ
か
い
み
ち

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
、
高
校
、

私
立
中
学
等
の
入
（
在
）
学
費

▼
限
度
額

三
百
万
円
、
た
だ
し
労
働
組
合
の
な
い

事
業
所
に
働
く
勤
労
者
は
一
子
弟
百

万
円
、
一
世
帯
二
百
万
円

▼
返
済
期
間

在
学
中
元
金
据
置
（
四
年
以
内
）
利

息
の
み
月
払

卒
業
後
五
年
以
内
元
利
均
等
月
賦
返

済
▼
詳
し
く
は
商
工
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

毎
年
、
十
二
月
中
旬
こ
ろ
に
申
し
込

み
を
さ
れ
て
も
、
混
雑
の
た
め
年
内
に

収
集
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
、
次
の
収
集
業
者
に
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

育
英
資
金
を
融
資
し
ま
す
／

高
萩
清
掃
社

飯
島
清
掃
社

十
王
清
掃
社

し
尿
収
集
は
十
二
月
三
十
日
日
ま
で

一
月
四
日
㈲
開
始

年
末
の
し
尿
く
み
取
り
の

申
し
込
み
は
早
め
に

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

'''

''

''

’

'’

'11

||

丑盆盆

三二二

’

二

六

五

三

一
’
二
二
六
三

一

五

五

○

五

l

l||

'''1

1'' ’

''1 |’

十
一
月
十
一
日
⑧
日
立
市
池
の
川

運
動
公
園
で
、
県
北
地
区
県
民
ス
ポ
ー

ツ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
、
高

萩
市
か
ら
も
市
民
約
三
百
人
が
参
加
、

二
十
五
種
目
に
わ
た
る
競
技
の
結
果
、

み
ご
と
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

公
給
領
収
証
を

受
け
取
り
ま
し
ょ
う

料
理
店
、
、
ハ
ー
、
キ
ャ
・
ハ
レ
ー
、
旅

館
、
飲
食
店
な
ど
を
利
用
し
た
と
き
は
、

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
十
二
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
を
、
公
給
領
収
証
受
取
強

調
運
動
の
期
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
す
と
、

料
金
の
明
細
や
税
金
な
ど
の
内
容
が
は

っ
き
り
し
、
会
計
が
明
朗
に
な
り
ま
す
。

高
萩
県
税
事
務
所
盃
二
二
’
二
五
八
六

み
ん
な
で
ス
ポ
ｉ
ツ

明
る
い
家
庭

…

みごと総合で準優勝

年
賀
は
が
き
は

二
十
日
こ
ろ
ま
で
に

年
賀
は
か
き
の
受
付
は
十
二
月
十
五

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
年
末
押
し
迫
っ

て
か
ら
出
し
ま
す
と
、
元
旦
の
配
達
に

間
に
合
わ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
十
二
月
二
十
日
ご
ろ
ま
て
に
お

出
し
く
だ
さ
い
．
ｌ
高
萩
郵
便
局
口

出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、
昭
和

三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
て
す
。

成
人
さ
れ
る
か
た
に
は
、
直
接
は
が

き
で
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
出
身
者
で
帰
省
し
て
い
る
か
た
、

ま
た
は
、
通
知
も
れ
の
あ
っ
た
成
人
該

当
者
に
も
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
誘
い
願

い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
新
成
人
者
を
激
励
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
の
か
た
が
た

の
ご
来
場
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

文
化
会
館
で
「
第
三
十
一
回
成
人
式
」

を
行
い
ま
す
。

今
回
も
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
簡
素

化
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
華
美
な
服
装
は

避
け
て
「
平
素
の
服
装
」

来
年
一
月
十
五
日
の
午
前
十
時
か
ら

成
人
式
は
平
素

の
服
装

で
き
る
だ
け

に
よ
る
式
曲

で
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日曜当番医

白土、 医院

十王医院

束本町 22－2697

12月9日

十王町 32 3266

12月16日

12月23日

諸

立

宍

内

医

医

一

医

病

院
一
院
院
一
院

戸原 23－3113居］

幸
化 東本町 22-3512

12月30日 安良川 23-2318戸

1月6日 大和町22-2137田

時間は いずれも午前9時から午後4時までです‘

○
棚
谷
寛
さ
ん
秋
山

三
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
有
賀
正
文
さ
ん
本
町

二
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
高
萩
オ
パ
ー
ル
婦
人
会

二
万
円
福
祉
作
業
所
、
萩
の
里
へ

○
公
民
館
手
芸
ク
ラ
ブ

六
千
円
社
会
福
祉
へ

三

三

三

三

一

三

三

二

三

三

二

二

三

三

三

三

二

二

三

三

三

三

三

三

三

二

二

三

三

二

三

三

二

Ｆ

～､錘 悪夢蕊
《2部人即Wba ｱ鑓学芦

11

善
意
あ
、
ノ
が
と
う

落葉の頃
今年はB胄天が続き、台風が一つも来なかった為に、

例年になく紅葉が鮮やかで、もう霜も降りて木々は－

枚一枚と葉を落し始めた。十二月|こ入り木枯しが吹き

出すと、落葉樹はぱらぱらと斉|こ葉を振い落して、

裸の姿になってゆく。

木の葉降りやまず急ぐな急ぐなよ

絵と文伊藤龍馬
| | i' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ''' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' '''' ' ' ' ' ' ' ' 1 l l l l l l l I l l Il l l l l I l l ll l l l l l l l l Il l l l l l l l l l i l il l l l l l l l l l l l l l l l l ll l l l l l l l I' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 1 1 I i l l l l l l I l l l l l l | | | |

、
》

〈
Ｊ
●
‐

○
公
民
館
む
つ
み
手
芸
ク
ラ
ブ

八
千
五
百
四
十
円
社
会
福
祉
へ

○
国
鉄
高
萩
Ｏ
Ｂ
会

一
万
八
百
円
社
会
福
祉
へ

圏
寄
贈
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
大
森
幹
男
さ
ん
島
名

古
書
寄
贈

○
高
木
慶
樹
さ
ん
下
手
綱

○
佐
藤
寿
美
子
さ
ん
北
茨
城
市

■ロー==■ロローロ■■=~■■~~■=■==~=－－■画=ﾛｰｰｰｰ■=ロー=■■====■＝■=■■■~=■ロロ■=■■■==■■■■ロー~■■=■■■ご=~T

第10回新春

マラソン大会

と き昭和60年1月13日（日

小雨決行

種目別 1．7キロ （親子の部）

5キロの部、 10キロ（5キロの部、 10キロの部

出場資格市内に居住、 または、市内の事業所、学校に勤：

務、通学しているかた（市外のかたは、オープ：

ン参加として認める｡）

参加費一般、親子、 オープン 1,000円

中学生、高校生 500円

申し込み先 12月27日(木)までに参加費を添えて、市民体｜

育館へ直接お申し込みください。

※詳しいことは、市民体育館

盆23 2552へお問い合わせください。

ｰ

～人口と世帯～

前月比

人口 33,655 （＋37）

月の納税

昇識(3期)
年金(3期）

限 ’2月25｡
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{驍
国民

（
》

男 16，473 （＋8）

女 17,182 （＋29）

世帯10,055 (+16)
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(昭和59年11月1日現在）
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一
名
刺
交
換
会
卿

。
昭
和
六
十
年
の
新
年
名
刺
交
換
会
を

一
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ

《
さ
い
・

一
と
き
昭
和
六
十
年
一
月
四
日
③

一
と
こ
ろ
悴
鋤
針
跨
紬
か
ら

一
準
唾
呼
込
叩
型
凡
皐
幅
珪
計
鍋
吾
巨
峅
業
轆

一
を
は
が
き
に
書
い
て
、
十
二
月
十
五
日
唖

・
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
月２

－

一
年
末
年
始
の
市
役
所
の
業
務
５８

－
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
三
日
ま
ば

一
一
で
、
市
役
所
は
年
末
年
始
の
休
み
に
入
く侭

一
今
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
、
午
前

一
一
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
死

一
一
亡
届
け
等
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
．

万学科

茎
市
報
が
大
き
く
な
り
ま
し
た

－
７

一
一
市
報
「
た
か
は
ぎ
」
も
、
こ
の
十
二
作

一
一
月
号
で
、
二
九
八
号
を
む
か
え
ま
し
た
極

一
一
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
「
も
つ
んみ

一
・
と
活
字
を
大
き
く
し
て
、
見
や
す
い
市

一
一
報
を
…
…
ど
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
寄

一
》
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
。
市
制
施
行
三
十
周
年
を
契
機
に
、
一

一
一
ま
わ
り
大
き
い
Ａ
四
版
で
、
活
字
も
大

一
一
き
く
見
や
す
い
市
報
に
な
り
ま
し
た
。

一
一
い
ま
ま
で
の
市
報
を
保
存
さ
れ
て
い
る

一
一
か
た
は
、
こ
れ
か
ら
別
綴
で
保
存
く
だ

｝
一
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


